
■ファイル管理の方法

■スマートフォン・タブレットからの取外し方法

スマホ・タブレット用USBメモリ
取扱説明書

600-GUSBNシリーズ

USB Memory for Smartphone & Tablet

デザイン及び仕様については改良のため予告なしに変更することがございます。
本書に記載の社名及び製品名は各社の商標又は登録商標です。

本取扱説明書の内容は、予告なしに変更になる場合があります。 

スマホ・タブレット用USBメモリ

4.取扱い上のご注意

●スマートフォンやタブレットのUSBホスト機能に対応したUSBメモリです。
※USBホスト機能に対応していないものには対応していません。
●USBコネクタでパソコンに接続することができます。

5.特長

■お手入れについて
①清掃する時は電源を必ずお切りください。
②機器は柔らかい布で拭いてください。
③シンナー・ベンジン・ワックス等は使わないでください。

●本製品の取付け、取外しをする時には必ずスマートフォン（タブレット）、
パソコン内のデータをすべてバックアップをしてください。
●メディア内のデータは、必ず他のメディアにすべてバックアップしてくだ
さい。
　※特に修復・再現のできない重要なデータは必ずバックアップをして
　　ください。
　※バックアップの作成を怠ったために、データを消失、破損した場合、
　　弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

7.Androidスマートフォン・タブレットで使用する

１台
1冊

…………………
………………………………

セ
ッ
ト
内
容

最初に
ご確認

  ください。

2.動作環境

3.安全にお使いいただくためのご注意(必ずお守りください)

■警告
　下記の事項を守らないと火災・感電により、死亡や大けがの原因となります。
●分解、改造はしないでください。(火災、感電、故障の恐れがあります)
　※保証の対象外になります。
●水などの液体に濡らさないでください。(火災、感電、故障の恐れがあります)
●小さな子供のそばでは本製品の取外しなどの作業をしないでください。
　(飲み込んだりする危険性があります)

■スマートフォン・タブレット対応OS ： Android3.1～　
　※スマートフォンのみ（Android2.3～対応）
　※OSが対応している場合でもUSBホスト機能対応していない機器では
　　使用できません。
■対応機種 ： USBホスト機能に対応しなおかつマスストレージに対応した
 スマートフォン、タブレット
■パソコン対応OS ： Windows 8.1・8（32bit・64bit）・7（32bit・64bit）・
 　　　 Vista（32bit・ 64bit）・XP、
 　　　 Mac OS X 10.4～10.9
■パソコン対応機種 ： 各社DOS/Vパソコン、NEC PC98-NXシリーズ、
 　　　 Apple Macシリーズ
※USBポートを装備し、1つ以上の空きがあること。　 
※USB2.0機器として使用するためには、USB2.0対応のホストアダプタ
かUSB2.0対応のポートを搭載した機器でなくてはなりません。
※Mac OSでは、USB2.0対応のホストアダプタかUSB2.0対応のポート
を搭載し、OS10.4以降をインストールした機種が必要です。
※上記以外の環境では、USB1.1で動作します。
※USB2.0非搭載機ではデータ転送速度は低下します。 

■注意
　下記の事項を守らないと事故や他の機器に損害を与えたりすることが
　あります。
●取付け取外しの時は慎重に作業をおこなってください。
　(機器の故障の原因となります)
●次のようなところで使用しないでください。
　①直接日光の当たる場所　　　　
　②湿気や水分のある場所　　　
　③傾斜のある不安定な場所
　④静電気の発生するところ
　⑤通常の生活環境とは大きく異なる場所　　
●長時間の使用後は高温になっております。取扱いにはご注意ください。
　(火傷の恐れがあります)

1.はじめに

目次

この度はスマホ・タブレット用USBメモリ（600-GUSBNシリーズ）をお買
い上げいただき、誠にありがとうございます。ご使用の前にこの取扱説明
書をよくご覧ください。読み終わったあともこの取扱説明書は大切に保管
してください。 ※各種スマートフォンやタブレットへの画像の転送方法は各機器の

取扱説明書をご覧ください。
※スマートフォンやタブレットの充電が少ないと、正常に動作しない
場合があります。

※スマートフォンやタブレットによっては対応しない場合があります。

6.各部名称と働き

●スマホ・タブレット用USBメモリ
●取扱説明書

①本製品をスマートフォンのmicroUSBポートに接続してください。

②接続が完了すると、スマートフォンの画面上部に「USBマスストレー
ジがマウントされました」のメッセージが表示されます。

本製品には、ファイル管理アプリケーションは付属しておりません。

USB Aコネクタ

ストラップ用
取付け穴

microUSBアダプタは
ストラップ取付け穴部分に
取付けられます。

使わないときはキャップをスライドさせて
microUSBコネクタを保護できます。

microUSBコネクタ
USB Aコネクタ メス

アストロファイルマネージャー
ファイルの閲覧、移動、リネーム、削除、アプリのバックアップなどが
できるファイラー

※掲載しているアプリケーションに関するお問い合わせ•
　サポートは受け付けておりません。
※上記の閲覧方法•アプリは全ての機種での動作を保証す
るものではありません。
※スマートフォンやタブレットへの転送方法は、各機種の取
扱説明書をご覧ください。

KSfilemanager
ファイルの閲覧、移動、リネーム、削除、ファイルの圧縮•解凍などが
できるファイラー

microUSBアダプタ USBメモリ

Androidのメニュー「設定」→「ストレージ」→「USBストレージのマウ
ント解除」を行ってから取外してください。

機種によっては、「USBストレージのマウント解除」がない場合もあ
ります。その場合は、ファイルの読み書きをしていないことを確認し
た上で、取外してください。

機種によっては、「USBマスストレージがマウントされました」のメッ
セージがない場合もあります。その場合は、各種スマートフォンや
タブレットの取扱説明書に従ってください。

microUSBポートには2種類の形状があります。microUSBアダプ
タはどちらの形状にも挿入できます。

接続時はコネクタの上下の向きに十分注意して接続してください。
ポートやコネクタの破損の原因になります。
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●はじめに

●動作環境

●安全にお使いいただくためのご注意(必ずお守りください)

　・警告　・注意　・お手入れについて
●取扱い上のご注意

●特長

●各部名称と働き

●Androidスマートフォン・タブレットで使用する

　・スマートフォン・タブレットへ接続する
　・ファイル管理の方法
　・スマートフォン・タブレットからの取出し方法
●Windowsパソコンで使用する

　・パソコンへ接続する
　・Windows 8.1・8・7・Vista・XPへのインストール
　・本製品の取外し
●Macパソコンで使用する

　・パソコンへ接続する
　・Mac OS X 10.4～10.9へのインストール
　・本製品の取外し
　●仕様

•ファイル管理アプリ紹介•

■スマートフォン・タブレットへ接続する

スマホ・タブレット用USBメモリとして使う

●USBメモリにmicroUSBアダプタを付けるとアンドロイド対応メモリに
なります。

パソコン用USBメモリとして使う

●microUSBアダプタを取外すとパソコン用のUSBメモリとして使えます。

microB ポート microAB ポート



クリック

Win

USBコネクタ

ダブルク
リック

Mac 

Windows 8.1・8・7でタスクバー
にアイコンが表示されない場合は
そのまま取外してください。

デスクトップにアイコンが表示されます。
※画像は、OSによって若干異なります。
※ご使用の環境によってメディアアイコンは異なります。
※OS X 10.7以降は「Finder」→「デバイス」から確認し
てください。

正しくセットアップできたか確認する

■パソコンの電源が切れている場合
　パソコンの電源が切れている場合は、そのまま取出してください。

■パソコンの電源が入っている場合
本製品のアイコンを選択し、ゴミ箱にドラッグ 
&ドロップし、デスクトップからアイコンがなく
なったことを確認後、USBメモリを取外してく
ださい。 
※ご使用の環境によって、アイコンは異なります。
※OS X 10.7以降は「Finder」→「デバイス」から取外しをおこなっ
てください。

9.Macパソコンで使用する

■パソコンへ接続する

直接パソコンのUSBポートに接続できます。

注 意

注 意

注 意

注 意

USBハブを経由してパソコンに接続する場合は、必ずセルフパ
ワーモードで使用して、USBポートに電源が供給できる状態にし
てください。ACアダプタで電源供給できないUSBハブは使用
できません。

③自動的にインストールが行われます。

パソコンのUSBポートはメーカーによってコネクタの向きが違い
ます。よく確認して接続してください。

①パソコンの電源を入れ、Windowsを起動させます。
②コネクタをパソコンのUSBポートに接続します。

※本製品は、ドライバをインストールする必要がありません。

デスクトップにある「コンピューター」「コン
ピュータ」もしくは｢マイコンピュータ｣をダ
ブルクリックして、｢リムーバブルディスク｣
のアイコンが追加されていることを確認し
ます。

※XPの場合は、「スタート」→「マイコンピュータ」です。
※ご使用の環境によっては、リムーバブルディスクのドライブ番号は異なります。

正しくセットアップできたか確認する

8.Windowsパソコンで使用する　　　

アイコンが表示されない場合はWindowsのヘルプを参照して
ください。

注 意 アイコンが表示されない場合はWindowsのヘルプを参照して
ください。

①タスクバーにある｢ハードウェアの
安全な取り外し｣アイコンをダブル
クリックします。

■Windows XPの場合

■Windows 8.1・8・7・Vistaの場合

②「ハードウェアの安全な取り外し」が表示されますので「USB大容量記
憶装置」を選択し、「停止」をクリックします。

③「ハードウェアデバイスの停止」が表示されるので「OK」をクリックします。
④「ハードウェアの取り外し」が表示されていることを確認して「OK」をク
リックし、本製品をパソコンから取外します。
※画像は、使用機器・OSによって若干異なります。

注 意

②｢ハードウェアの安全な取り外し｣が表示されますので、｢USB大容量記
憶装置デバイス｣を選択し、｢停止｣をクリックします。

③｢USB大容量記憶装置デバイス｣が表示されていることを確認して、
　｢OK｣ボタンをクリックします。
④｢ハードウェアの取り外し｣の吹き出
しが表示されていることを確認して、
本製品をパソコンから取外します。
※画像は、使用機器・OSによって若干異なります。

Windows 8.1・8でリムーバブルディスクを表示させるには
■デスクトップからアクセスする場合

■スタート画面からアクセスする場合

①左下のエクスプローラーのアイコンをクリックします。
②左側に「コンピューター」が表示されるのでクリックします。
③コンピューターが開き、「リムーバブルディスク」が表示されます。

①チャームを呼び出し、検索をクリックします。

②アプリを選択して一覧画面から
　「コンピューター」をクリックします。

③コンピューターが開き、「リムーバブルディ
スク」が表示されます。

本製品を取外す時には、本製品にアクセスしているアプリケーショ
ンをすべて終了してください。ファイルのコピー中など、アクセス中
に本製品を取外すと、データが壊れたり、消失する恐れがあります。

①タスクバーにある「ハードウェアの取り外し」アイコンをクリックします。

①リムーバブルディスクをクリックし「ド
ライブツール」の管理タブをクリック
します。

②「取り出す」をクリックします。

③本製品をパソコンから取外してください。

●Windows 8.1・8ではコンピューターの画面からも同作業ができます

■本製品の取外し

■Windows 8.1・8・7・Vista・XPへのインストール

■パソコンへ接続する

直接パソコンのUSBポートに接続できます。

USBハブを経由してパソコンに接続する場合は、必ずセルフパ
ワーモードで使用し、USBポートに電源が供給できる状態にし
てください。ACアダプタで電源供給できないUSBハブは使用
できません。

③これでインストールは完了です。　

①パソコンの電源を入れ、Mac OSを起動させます。
②コネクタをパソコンのUSBポートに接続します。

※本製品は、ドライバをインストールする必要がありません。

■Mac OS X 10.4～10.9へのインストール

■本製品の取外し

10.仕様

インターフェース USB Ver.2.0準拠（USB Ver.1.1上位互換）
W44×D16.6×H9.4mm・約6.6gサイズ・重量

〒700-0825  岡山県岡山市北区田町1-10 -1サンワダイレクト
TEL.086-223-5680  FAX.086-235-2381

BE/AF/NSDaU

本取扱説明書の内容は、予告なしに変更になる場合があります。

注 意 本製品を取外す時には、本製品にアクセスしているアプリケー
ションをすべて終了してください。ファイルのコピー中など、ア
クセス中に本製品を取外すと、データが壊れたり、消失する恐れ
があります。
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